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黒瀬川帯を包む蛇紋岩
令和七年は巳年です。ヘビは脱皮を繰り返すことから「復活」や「再生」の象徴とされてきまし

た。この縁起の良い年に、地質館では黒瀬川帯をテーマにした特別展を開催しています。この黒瀬
川帯には、「ヘビ」の名をもつ不思議な岩石 ― 蛇紋岩 ― が深く関わっています。
蛇紋岩は、かんらん岩や輝石岩といったマントル起源の岩石が、水と反応して変化した軽めの岩

石です。その模様がまるで蛇のうろこのように見えることから、この名前がつけられました。海洋
プレートの沈み込みなどによって深く沈んだマントルの岩石が、地中深くで化学変化を受け、そし
てその軽さゆえ、ゆっくりと地表近くへと上昇しました。蛇紋岩が深部から地表へ浮かび上がって
くるその過程は、まさに「よみがえり」の物語です。
そして黒瀬川帯は、この蛇紋岩に包み込まれるように分布していま

す。一説では、蛇紋岩が上昇する際、周囲の岩石を巻き込みながら押
し上げ、それが黒瀬川帯の形成につながったと考えられています。
復活と再生の年、巳年。地球の奥深くから生まれ変わった蛇紋岩に

思いを馳せながら、地質館の黒瀬川帯の特別展をぜひご覧になってく
ださい。

6 月の地質館イベント
６月２２日（日）１２:００〜＆１５：００〜（１０分程度）  展示解説「特にきれいな化石たち」

金色の化石や、虹色に輝くアンモナイトなどを紹介します。

地質館だより
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田村カルディオクリニック

広告

５月から引き続き　§桜座スタインウェイピアノ試奏会§
内　　容：桜座大ホールにあるグランドピアノの有料貸出
日　　時：令和 7年 6月 3日～ 6月 15日※月曜日と 8日を除く
　　　　　9:00 ～ 17:00 ＊ 1時間単位の利用（連続利用は 2時間まで）
料　　金：１時間あたり 1,100 円 
申込方法：桜座窓口もしくは電話 (22-7878) ＊先着順
＊事前のピアノ調律、舞台空調、音響反射板はありません。

第10回桜座ロビーコンサート出場者募集！
日　　時：令和 7年 9月 6日（土）13:00 ～ 16:00（予定）
会　　場：桜座 2階ロビー（ホワイエ）
持ち時間：1グループ 15分（設営・撤去時間込）
使用楽器：アコースティック楽器　　出演費用：1組 500 円
申込方法：桜座窓口もしくは電話（22-7878）応募〆 6月 22日
※応募多数の場合、全体のバランス等を考慮し選定となります。予めご了承ください。

日 時間　 行事名 内容

1日（日） 10：00～ 桜座ハンドメイドパーティー 色んな手作りのお店が桜座に
集合します。

22日（日）開場 12：30開演 13：00
大林幸二・塩乃華織二人で

ビッグショー
大林幸二、塩乃華織のコンサート
チケット：2,500 円
お問合せ：エディター ( ℡ 22-0113)

桜座 6 月の主な予定　

※この予定表は5月１日現在のものです。


